
 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２８日は県内から沢山の参加者を迎え、無事に第 23 回長崎県公立小中学校事務職員研究会セミナーを終了することが

できました。ありがとうございます。 

４７名の参加者があり、うち離島部より７名来ていただきました。遠路はるばるありがとうございます。 

１月の愛媛大会に向けて、特別委員会は更なる研鑽を積まれるということです。会員一団で応援していきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【セミナー全般について】 

 

【開催時期について】 

 

・この時期は、年末調整、予算要求、教員統計調査と、非常に

業務が多くて厳しい。 
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【開催場所について】 

 

【日程や時間配分について】 

 

・もう少し時間があったらよかったてす。 

・状況によっては、1日日程での開催もいいと思います。 

・やや不満としたのはもっと話を聞きたかったからです。時間

が短かったです。 

【全事研愛媛大会分科会プレ発表について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パネルディスカッションについて】 

 

【長崎県の学校事務職員の目指すべき姿が見えたか？】 
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愛知県立大学 

准教授 葛西耕介 氏 

教職員課給与第２班 

課長補佐 松山 哲 氏 



【長事研は『Ｈｕｂ』となり得るか？】 

 

 

～ＨＵＢとなるための方策は？～ 

・働き方改革も一つの方策かもしれません。 

・会員の人数。 

・繋がり？ 

・組織に対して何ができるか、組織と組織をつなぐ役割みたい

なものをすればいいのではないかなと思う。 

・10年後の長崎の学校事務を見据え、まず、ベクトルを揃え、

マネジメント(個人・組織)することだと思います。 

自分的には、長崎の学校事務の未来を思い描き、おせっかい

なマネジメント、リスクマネジメント（案）を適宜、提案し

続ける、「変」なおじさん事務職員を目指します(^^) 

・全ての事務職員が「ジブンゴト」として考えないと未来はな

い。 

・会員を増やすこと。やはり数は力だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【セミナーの感想】 

・これからの学校事務について考えるいい機会になりました。

ありがとうございました。 

・自分の職務について客観視する良い機会になりました。 

・葛西先生の話でいうと、事務職員はもっと学校経営に参画し

なければ･･･とかいう「唯一解」を求めていくのではなく、経

験年数や学校規模、管理職の考え方等で状況が違う中、子ど

もたちの学びのために何が出来るかという「最適解」を求め

ていくことが、これから大事なのかもとも感じました。 

・お疲れ様でした。とても勉強になる研修でした。第23回目

の研修会とのことでしたが、具体的に今までどのような研

修・研究を行い、どのような取組が実現したのでしょうか？

長事研に入るメリットが他県の取組が分かる以外今ひとつ

見えない、どのよう活動をしているのか、どれくらいの頻度

でどのくらいの質量の活動なのか、などなど具体的に見えて

こないため入会するか迷っています。 

・自分で限界を作ってしまっていると反省しました。 

・事務職員のベクトルを合わせるのは難しいと日頃から感じ

ているところです。 

 
 

今後の長事研活動についてのアンケートについてご協力よろしくお願いいたします。 

●全事研大会 佐賀大会について ●長事研の今後の会員拡大について 

令和８年度に予定されている佐賀大会にて、お隣の県として

長崎支部は分科会を担当することについて、どう思われます

か？ 

会員拡大についての案があれば、どんな些細なことでもいい

のでお知らせください。 

https://forms.gle/Rj2Smjz2b5rkP1Ta6 https://forms.gle/5XmkfMAo8tQvxfc17 

 

〈本紙編集担当〉 長事研 広報部 長崎市立桜町小学校内 高石 TEL 095-823-3262 
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